
















－８－ 
 

【総合所見】 

 デマンド交通かみたん号は、3 年間の実証運行期間を終え、平成 28 年 4 月 1 日

から本格運行に移行しました。実証運行期間中に通常４時便までの運行を５時便まで

増便し、また、２台での運行を３台での運行に増車するなど、様々な実証をしてきま

した。その利用状況等を踏まえ、８時便から４時便までの１日９便を３台で運行する

形態で本格運行をスタートしました。また、利用料金について、増車に伴い増加する

運行経費を軽減し、今後も継続して事業を実施するため、また、近隣自治体の利用料

金と比較検討した結果、料金改訂を行うこととしました。 

さらに、平成２８年７月からは回数券を導入し、利便性の向上を図りました。 

利用状況は、年代別で見ると７０歳以上の高齢者の利用者が全体の７割を超えてお

り、高齢者の足として利用していただいています。男女比で見ると女性の利用者が男

性の４倍以上にもなっています。高齢者だけではなく子どもの利用も、昨年度から更

に伸びており、放課後の塾等に行く足としての利用も増えています。 

目的地別利用状況では、町内外の医療機関まで行く方が５０％以上おり、高齢者が

通院するために利用する方が多く、また、子どもの利用は公共施設（いきいきプラザ

や役場など）への利用が多くなっています。 

月別利用状況は、４月・５月は、１日平均６０人程度の利用がありましたが、６月

以降は１日平均５５人程度となっており、年間の平均乗車人数は５５．７４人となり

ました。 

お断り人数は、４月・５月は２０人程度いましたが、６月以降は減少し、８月以降

はお断り人数が０となっており、６月以降の利用者減少に比例してお断り人数も減少

しました。 

時間別利用状況については、午前中の利用が特に多く、９時から１１時が多くそれ

以降は徐々に減少しますが、１５時から１６時に再度増加します。１５時・１６時は

小学生の利用が増えており、放課後に習い事等に向かうために利用している方が増え

ています。 

上記の状況からもデマンド交通の運行は、地域公共交通整備計画の目標でもある、

交通手段を持たない高齢者等の移動手段の確保、町外施設への移動手段の確保、交通

不便地域の解消、全てにおいて大いに貢献しています。最近は、利用する方が固定化

してきており、新たな利用者の確保が重要となっております。高齢者や小学生向けに

利用方法を分かりやすく伝えられる工夫が必要となっています。 


